
ネットワーク型コンパクトシティの形成 
 

【政策審議室・都市計画課】 
 
１ 目 的 

少子・超高齢社会，人口減少時代の到来や，地球環境問題の深刻化，高度成長期に整

備した道路，下水道，学校施設などの公共資本ストックの老朽化，さらには，都市の顔

である中心市街地の活力の低下などといった社会的な課題に対応するとともに，広域的

な拠点性や本市の都市機能を高めるため，市民の「生活の質の向上」を基本としながら，

「ネットワーク型コンパクトシティ（連携・集約型都市）」を長期的に形成する。 

 
２ 概 要 

土地利用の適正化と拠点化の促進により，都市のコンパクト化（集約化）を図るとと

もに，拠点間における機能連携・補完，他圏域との広域的連携のための軸を形成・強化

するなど，「ネットワーク化」（連携）を促進し，「ネットワーク型コンパクトシティ」の

形成を目指す。 

（１）土地利用の適正化 

  ～都市的機能と自然環境の調和を目指した適正な土地利用～ 

  ・農用地・森林          

  ・宅地              

 

（２）拠点化の促進 

～それぞれの拠点における機能・役割分担の明確化と拠点規模の適正化， 

都市機能の質や機能性の向上～ 

●都市拠点 

 

 

 

・中心市街地活性化基本計画の策定     ・宇都宮駅東口地区整備事業 

・ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区の整備     ・馬場通り西地区市街地再開発事業  

・宇都宮駅西口第四Ｂ地区市街地再開発事業 

・宇都宮千手・宮島地区市街地再開発事業  ・市街地再開発促進事業 

・中心市街地における定住支援事業   など 
 

●産業拠点・観光拠点 

 

 

 

・テクノポリスセンター地区の整備  など 
 

都市計画マスタープランの策定 
 

商業，情報，交通，医療・福祉，文化・芸術，アミューズメント，教育，行政などの
高度な機能が高密度に集積するとともに，本市の歴史・文化の発祥地として風格と魅
力・活気に溢れた，本市の中枢拠点，広域的な交流拠点の形成を図っていきます。 

産業・研究開発機能が集積した機能性の高い産業空間，地域資源，歴史や伝統・文化

を生かした観光空間の創出を図るとともに，流通・観光交流に資するアクセス性の高

い拠点の形成を図っていきます。 



●地域拠点 

 

 

・雀宮駅東地区整備事業       ・岡本駅周辺整備事業 

・土地区画整理事業の推進  など 
 

●生活拠点（生活圏） 

  

 

・土地区画整理事業の推進（再掲）   ・身近な生活圏の公園整備事業 

・地域内交通推進事業               ・自転車利用・活用の促進  など 

 

（３）ネットワーク化の促進 

 ～拠点間における機能連携・補完，他圏域との広域的連携のための軸の形成・強化～ 

●機能連携・補完軸 

 

 

 

・新交通システムの導入      ・生活交通確保対策事業 

・地域内交通推進事業（再掲）   ・都市計画道路整備事業 

・自転車利用・活用の促進（再掲） など 
 

●広域連携軸 

 

 

 

・スマートＩＣ設置事業  など 

 

●水と緑の環境帯(エコベルト) 

  

 

 

・都市基盤河川整備事業      ・都市緑地の保全   など 

地域の特性や周辺環境と調和した商業・住居・文化・公的サービス・交通結節などの
機能を備えた，自立性の高い拠点の形成を図っていきます。 

商業・住居など日常生活に対応する生活基盤，移動環境を備えた拠点（生活圏）の形成
を図っていきます。 

都市計画道路等の幹線道路や，路線バス，地域内交通，新交通システム等の公共交通
ネットワークの整備により，拠点間機能の連携・補完のための軸の形成・強化を図っ
ていきます。 

鉄軌道系の公共交通機関や高規格幹線道路，地域高規格道路の整備・充実を促進する
ことにより，近隣・近郊の都市はもとより，関東圏や東北圏における主要都市との広
域的な連携軸の形成・強化を図っていきます。 

本市の東部を縦断する鬼怒川など豊かな水をたたえる清流，また，北部丘陵から市街地
にくさび状に展開する豊かな緑を「水と緑の環境帯（エコベルト）」として位置付け，適
切な保全に努めるとともに，各種都市機能や軸との調和を図っていきます。 


